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　　　　　　d：2信号間を平均速度で走行するに要す

　　　　　　　　る時間
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　すなわち，走行所要時間がゼロなら速度分布の効果は

現われず，信号間隔が無限大であれば一様な交通流（ρ’

（の≡ρ）となる．

　　　5．系の端末信号への系外からの到着交通

　系の端末信号への系外からの到着交通としては，一様

流として与える方法と，任意の密度パタンで与える方法

との2通りが選べる．前者は系外の最も近い信号との間

隔が非常に大きい場合を想定したものであり．後者は同

じ周期で制御される隣接系との関連を考慮する場合を想

定したものである．

　　　　　　　　　6．漸近計算

　系内の相隣る2信号間の道路区間を単位区間と名づけ

る，また，遅れおよび停止回数の加重和を便宜上単に損

失と呼ぶことにする．

　任意のオフセットパタン初期値と与えられた周期につ

いて，すべての単位区間で生ずる損失を計算する．ま

た，各単位区間端部への到着交通パタンが初期値オフセ

ットパタンにおけるのと同じであるとする近似的な仮定

のもとに，各単位区間両端の信号のオフセット差（単位

区間の相対オフセット）が初期値±P1の値となった場

合の損失を計算する（この仮定は非常に重要であって，

ここに述べる計算法が可能となったのはこの仮定を設け

たゆえであり，またこの計算法が常に理論的な最適解を

与える保障を失ったのもこの仮定ゆえである）．

　このようにして得られた損失の値を用いて，Piなる刻

みで，上の仮定のもとでの各単位区間の相対オフセッ

ト，次に各信号の絶対オフセットを，損失が最小になる

ように決める．系のtree状の部分については各単位区

間の最適相対オフセットをそれぞれ独立に選び，それら

を単純に順に加算することによって各信号の絶対オフセ

ットを求めることができる．ループ状の部分について

は，ループの核点間を連絡する区間（2以上の単位区間

より成ってもよい）を核点区間と呼ぷことにして一つの

単位として扱い，核点区間の両端の信号（核点信号）の

オフセット差（核点区間の相対オフセット）とその相対

オフセットに対して核点区間の損失を最小にするよう

な，その核点区間を構成する各単位区間の相対オフセッ

トの組み合わせと損失量との数表を作製し，この数表を

用いてループ系全体として最小の損失を与えるように各

核点信号のオフセットを移動する．核点信号のオフセッ

トが決まれば先に作製した数表からループ系内の核点信

号以外の信号のオフセットも決まる．

　このようにして得られた第1次近似解を次に新たな初

期値として用いて同じオフセットの刻み値P1で上と同

様の計算を実行する．これによって前述の到着交通パタ

ンについての仮定のチェックをすることができる．第2

次近似解が第1次近似解と等しければ刻み値をP2（＜p・）

として第3次の計算に移り，第1次近似解と異なる第2

次近似解が得られた場合には．第2次近似解を新たに初

期値として刻み値をPiのままにして第3次の計算を行

なう．以下同様に計算を進め，刻み値を順に小さくして

ゆき，最小刻み値での計算を終了したら初めに与えられ

た周期についてのオフセットパタンの計算は終了し，必

要事項をタイプアウトして次の周期についての計算に移

る，相対オフセット移動の刻み値として，現プログラム

ではρ・，p2，　p3，　p4，　p5のそれぞれに対し，周期の50，

24，12，6，2％をとっている．

　相対オフセットの刻み値PiからPi＋1に移る条件であ

るが，前述のように第n次近似値と第n＋1次近似値と

が等しくならない場合があり，損失も常に漸減するとは

限らない．ある刻み値P1で近似の回数を重ねるたびに

損失が漸減する場合には無条件でその刻み値での計算を

続行するが，近似計算の回数をm回重ねてもすでに得ら

れている最小の損失より小さな損失を与える解が得られ

ない場合，およびすでに得られたことのあるオフセット

パタンに等しい解が現われた場合（循環する場合）に

は，すでに得られている解の中で最小の損失を与える解

を初期値として用いてPi＋1の刻み値に移ることにして

いる．mの値としては現在3を用いている．

　ある単位区間の相対オフセットを，なんらかの事情に

よって初めに与えた初期値から変更することができない

か，または変更することが好ましくない場合がある．こ

の計算法ではその条件を任意に与えることができる．

　　　　　　　　　　　　　　　（1966年1月12日受理）
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正　　　誤 表　（2月号）
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